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ンゴモニ リア病に対するシプロジエル顆粒水和剤の防除効果

赤 平 知 也・雪 田 金 助

(青森県りんご試験場)

Effects of Cyprodinilヽ Vater Dispersible Cranule against

Apple B10ssOm Blight Caused by Moλ jι:zjα ttαιj

TOmOya AKAHlRA and Kinsuke YuKITA

(AOmOri Apple Experimcnt Station)

1は じ め に

青森県ではリンゴモニリア病の防除対策として,芽出 し

当時 (発芽 8～ 9割)と 芽出し10日後の 2回の薬剤散布が

最も重要な地位を占めている。近年,イ ミノクタジン酢酸

塩液剤は芽出し10日後の1回散布でも,芽出し当時と芽出

し10日 後の 2回散布と同等の高い防除効果を示すことが明

らかにされた ヽ これによリモニリア病を対象とした薬剤

の散布回数削減の可能性が強く示唆された。今回,筆者 ら

はンプロジエル顆粒水和剤の防除効果を検討したところ,

同様の結果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

(D 供試樹

1/2000aの塩 ビ製ヮグナーポットに植栽 している10～

12年生の `北斗'/マルバカイドウを 1区 3樹供試した。

2)供試薬剤

ンプロジエル顆粒水和剤1,000倍 (以下シプロジエル剤),

イミノクタジン酢酸塩液剤1,000倍 (以下イ ミノクタジン

酢酸塩剤)及びフルオルイミド水和剤1,000倍 (以下フル

オルイミド剤)を電動噴霧機でポット植え `北斗'の 樹冠

全体に十分量散布 した。薬剤の散布は芽出し12～ 14日 後頃

に行った。供試薬剤には展着剤 として新 リノー5,000倍 を

加用した。

13)接種方法

前年の実腐れ菌核から発生した子実体より調製 した子の

う胞子懸濁液 (胞子濃度10X10'個 /ml)を 1樹当たり15

～20ml,花そう葉に噴霧接種 し,17℃の湿室に2日 間保持

した。以降は野外で管理した。

“

)予防試験

薬剤散布の半日後に病原菌を接種した。接種 9日 後に発

病状況を調査し,発病花そう率を算出した。

6)治療試験

本病は接種から発病までの潜伏期間が 5～ 6日 間である

ので,接種 3日 後を発病前,接種 7日後を発病初期,接種

10日後を発病後期として,以下の試験を行った。

1)発病前の薬剤散布

接種3日 後に供試薬剤を散布 した。散布7日 後に発病状

況を調査し,発病花そう率を算出した。

2)発病初期の薬剤散布

接種7日 後に供試薬剤を散布した。散布直前と散布7日

後の 2回 ,あ らかじめラベルしておいた病斑の大きさを下

記の発病指数別に区分し,同時に分生子形成の有無を調査

した。

発病指数 1:病斑の長径が 5皿以下

2 : 同 6～ 15mm

3:同 16om以上又は葉柄まで進展

4:病斑が花そう基部まで進展

5:株腐れ

3)発病後期の薬剤散布

接種10日後に供試薬剤を散布した。散布直前と散布 7日

後の 2回 ,前項の6)-2)に 準じて病斑の大きさと分生子

形成の有無を調査 した。

3 試験結果及び考察

0)予 防試験

無散布区は発病花そう率が587%の 多発生であった。 こ

れに対 し,ン プロジエル剤区,イ ミ/ク タツン酢酸塩剤区

及びフルオルイミド剤区は,発病がほとんど認められず
,

いずれも高い予防効果を示 した (表 1)。

表 1 各種薬剤の予防効果

イミノクタジン酢酸塩液剤  1,00   48   243    0
アルオルイミド水Tl剤    1,001   49   248    42
無 散 布        55 250  

“

7

0)治療試験

1)発病前の薬剤散布

散布直前の調査では各区とも発病が認められなかった。

散布7日 後の調査では,無散布区及びフルオルイミド剤区

は発病指数が 2～ 3に該当する病斑が大多数を占め,発病

花そう率が334～ 359%の中発生であった (表 2)。 これ

らに対し,ン プロジエル剤区及びイミノクタジン酢酸塩剤

区は発病指数が 1に該当する病斑が大多数を占め,発病花

そう率も83～ 102%と低かった。 これらの病斑について

さらに継続調査 したところ,無散布区及びフルオルイミド

剤区は発病指数が 4～ 5と 病斑が拡大 したのに対 し,ン プ
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表2 発病前散布による各種薬剤の防除効果 表4 発病後期散布による各種薬剤の防除効果

イミノクタ

フルオフレイ

無 散 布

ジン酢酸塩液剤
ミド水和剤

ぉ

３７

“

π

譴
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∞

∞

供試薬剤

シプロジエル顎粒   散布直前  113  12   5  87  46   0   0

本和判1,咄 __艶 11旦1_11,_1_ l…1 1… 1__2p
イミノクタジン酢酸塩 散布直前   99   8   8  35  49   0   0

練狐pの1___歳 11ヨ1_■ _1_■  1 '1¨ J… 11
フルオルイミド    散布置前   87   9   7  29  65   0   0
メ和判lp"債  __童|[員1_11__1_1 ,a  世…ェ__11_
無 散 布      散布直前  157   4   6  50  40   0   0

散布7日後 157   1   2  2  

“

  30   ■1

注 1,2)表 3参照

0)考察

これまでのリンゴモニリア病防除剤は予防効果が主体で

あり,葉腐れの発生防止を基本としていた。 しかし,近年 ,

チオファネー トメチル水和剤`)を はじめ,イ ミノクタジン

酢酸塩液剤
1)や EBI剤のヘキサコナゾール水和剤

2'な ど

は,業腐れ発生後の散布でも,治療的な防除効果を示すこ

とが明らかになってきた。また,今回の試験により,シ プ

ロジニル顆粒水和剤は予防効果のみならず,発病前及び発

病初期の葉腐れに対 して病斑の拡大抑制効果と病斑上の分

生子の形成抑制効果を有することが明らかとなった。これ

により,芽出し当時から芽出し10日後の重点防除時期が不

順天候で,本病の多発が懸念される場合でも,芽出し10日

後に本剤を散布することで高い防除効果が得られる可能性

が示唆された。今後,芽出し当時を省略した散布体系を考

えていく場合,こ ういった治療効果のある薬剤が重要になっ

てくると考えられる。そのためにもこれら薬剤を組み合わ

せた散布体系の実証試験を実施する必要がある。

4 ま と め

シプロジエル顆粒水和剤1,000倍 は, リンゴモニリア病

に対 して予防効果のみならず,発病前及び発病初期の葉腐

れに対して病斑の拡大抑制効果と病斑上の分生子の形成抑

制効果を有することが明らかとなった。
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ロジエル剤区及びイミノクタジン酢酸塩剤区は発病指数が

ほとんど変わらなかった。

2)発病初期の薬剤散布

散布直前の調査では各区とも発病指数 1～ 2の病斑が全

体の90%以上を占め,分生子の形成も全 く認められなかっ

た (表 3)。 しかし,散布 7日 後の調査では,無散布区及

びフルオルイミド剤区は病斑が著しく拡大 し,発病指数 4

以上の病斑が全体の78～80%を 占めた。また,分生子形成

葉率も550～ 600%と 高率に形成された。これに対 し, シ

プロジエル剤区及びイミノクタジン酢酸塩剤区は病斑の拡

大が小さく,発病指数 3以下のものが大多数を占めた。 ま

た,分生子形成葉率も0～ 147%と 著しく低かった。 この

ような病斑拡大及び分生子形成の抑制効果はシプロジエル

剤区でより顕著であった。

表3 発病初期散布による各種薬剤の防除効果

供試薬剤 調査時期 痛斑数T「f設計寺 T戸 4:こ者
シプロジエル願粒   散布直前   91  m  oo   l   o  o   o
Jm型J咄 ………111貝後 1_l Jl_■ _1_l p
イミノクタジン酢鮨 散布直前   95  73  18  4   0   0   0

1期11∞世…  …立布[貝佐 "__1_11_1_ll_ ' _“ J
フルオルイミド    散布直前   60  60  35   5   0   0   0
払剛 1`J迪脩…   11:貝後…

"__1__1_12_世
 _,  "p

無 散 布      散布直前   86  52  46   2   0   0   0
散布7日後  85  12   6  4  '8   0   ∞0

注 1)発病指数別の病斑分布割合 (%)
2)発病指数 1:病斑の長径が511以下,2:同 6

～15血

3:同 16Ш以上又は葉柄まで進展,4:
病斑が花そう基部まで推尾

5:株腐れ

3)発病後期の薬剤散布

散布直前の調査では各区とも発病指数 3～ 4の病斑が全

体の88～90%を 占めたが,分生子の形成は全く認められな

かった (表 4)。 散布 7日後の調査では,い ずれの区も病

斑が著しく拡大 し,発病指数 4～ 5の病斑が大多数を占め

た。また分生子形成葉率も620～ 764%と 高く,防除効果

は認められなかった。
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